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書かれるようになった。例えば、1962 年の 75 号から 1969 年の 162 号までの間に 7 本の記事が書
かれていた。『愛護』6)（89 号、1965 年）や『精神薄弱児研究』7)（108 号、1967 年）が各 1 本し
かないことを考えると、育成会（親たちの会）がわが子のセクシュアリティや結婚に関していかに
関心が高かったのかが分かる。 
 1970 年代に入るとセクシュアリティや結婚に関する記事は飛躍的に増大していく。1976 年まで
に『手をつなぐ親たち』6 本、『愛護』9 本、『精神薄弱児研究』12 本、その他、『現代性教育研究』
8)（8 本）などの専門誌でも数多く取り上げられるようになっていった。 
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1)毎日新聞 1993 年 6 月 12 日付朝刊「障害者子宮摘出の教授語る『後ろめたさ ない』」 
2)各国で行われていた強制不妊手術の実態を、1997 年 9 月 2 日付の読売新聞が次のように伝えている
（AFP 通信、AP 通信などをもとに作成されたものである）。 
 
 
      
 
      
 
      
      
      
      
      
      
      
 
   国名     実施期間      人数（推定） 
  アメリカ   1907‐1960 年代     60,000 
    スイス       1928‐ ？        1,000 
  デンマ－ク  1929‐1967       11,000 
  ノルウェー  1934‐1976     2,000‐15,000 
                               （政府発表では 2,000） 
  フィンランド 1935‐1970       11,000 
                               （政府発表では 1,400） 
  スウェ－デン 1935‐1976       62,000 
  オーストリア         知的障害を持つ女性の 70％ 
3)Craft, A., 1987, Mental Handicap and Sexuality: Issues for Individuals with a Mental Handicap, 
their Parents and Professionals. In Craft, A. (ed.) Mental Handicap and Sexuality. Kent: Costello.




組織名称の変更は、1995 年 7 月、前年の全国大会本人決議（1994 年 11 月）を受け、当事者代表との
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に代わり、2011 年からは PDF 形式のマンスリーレポート『現代性教育研究ジャーナル』となってい
る。 
9)下記文献の「扉」に記されているメッセージである。 




11)『ちえ遅れの子の性と結婚』（ちえ遅れの子の性と結婚を考える会会報、1977 年 7 月）誌上（4-7 頁）
で、大井清吉は、『ちえ遅れの子の性と結婚の指導』（小杉長平・大井清吉・河東田博編、日本文化科




のある人々の結婚・就労・くらしに関する研究』2004 年度日本財団助成事業研究報告書 2005 年 
13)2005 年 5 月 8 日付毎日新聞「埼玉の知的障害者施設：男女の行き来夜間は遮断を」 
14)B．ニィリエ（河東田博他訳編）『ノーマライゼーションの原理』現代書館 1998 年 27 頁からの引
用。 
15)N．E．バンク－ミケルセン（中園康夫訳）「ノーマリゼーションの原理」『四国学院大学論集』第 42
号 1978 年 153 頁からの引用。 
16) Katoda, H., 1991, Health and sex education of schoolchildren with intellectual handicaps-A 
study in Japan and Sweden. Almqvist & Wiksell International 
17) 七生養護学校関連の取組みについては、下記文献が詳しい。 
金崎満『検証 七生養護学校事件―性教育攻撃と教員大量処分の真実』群青社 2005 年 
知的障がい児のための「こころとからだの学習」編集委員会 編『知的障がい児のための「こころとか
らだの学習」』 明石書店 2006 年 
児玉勇二『性教育裁判―七生養護学校事件が残したもの』 岩波ブックレット No.765 岩波書店 2009
年 
18)河東田博「知的ハンディをもつ人々の健康・性・エイズ情報獲得プロセスに関する研究」『JASS 
PROCEEDINGS』 32-41 頁 日本性教育協会 1995 年 
19) Studieprogram, 1988/89, Stockholm: Studieforbundet Vuxenskolan. からの引用。 
（新情報は、ホームページ www.sv.se/stockholm などで確認できる。） 
20)長崎・障害児への性教育を考える会『イラストでわかる養護学校の性教育事典』明治図書 1996 年 
21)1998 年 10 月１日に徳島で行われた「第 36 回全国知的障害関係施設職員研究大会」分科会で社会福
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25)DVD は「Klick」という題で、2005 年に、Grunden Media, Sweden から出された。 
26)2005 年 11 月 3 日に立教大学で行われた国際フォーラム「みて、きいて、はなしあおう、 元気の出
る話」でスウェーデンのジェーン・ハルビさんが発言した内容である。詳しくは、次の文献（136 頁）
を参照のこと。 







号 163-169 頁 2003 年 
３．河東田博「知的しょうがい者のセクシュアリティ・結婚支援をめぐる実態と課題」 『立教社会福
祉研究』 26 号 15-20 頁 立教大学社会福祉研究所 2007 年 
４．河東田博「大切な人とともに生きる－常にあるニーズをとらえ方の変遷から考える」『手をつなぐ』 
8 月号 20-21 頁 全日本手をつなぐ育成会 2011 年 
５．河東田博「性と結婚の支援について」（SEMINAR：現場での実践力を向上するために）『さぽー
と』No.656 46-52頁 日本知的障害者福祉協会 2011年 
６．河東田博「知的しょうがい者と性暴力被害」『立教大学コミュニティ福祉学部紀要』第 15 号 39-49
頁 2013 年  
 
 
